
文化資源課

総務・芸術文化推進担当

6915

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B58
さいたま文学館運営費 教育費 さいたま文学館費

さいたま文学館条例 宣言項目   

分野施策 061349 文化芸術の振興

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金 使用料・手数料

決定額 3,009 3,009 0 126,009

現計額 123,000 488 122,512

令和 2年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

社会教
育費

社会教育施設
費

事 業
期 間

平成 9年度～ 根 拠
法 令

　県民の自主的な文学活動を支援するため、文学に特化
した施設であるさいたま文学館を円滑に運営する必要が
ある。
　そのため、文学作品その他文学関係の資料の収集、保
管及び調査研究を行い、県民の文学活動の振興を図ると
ともに、施設の適正な管理を行う。
　
（１）さいたま文学館指定管理委託料　　 
　　　新型コロナウイルス感染症に伴う指定管理者の損
　　　失等に対応するための経費の増額　　3,009千円
　

（１）事業内容
　　ア　指定管理委託料　　　人件費、運営事務費、施設管理費、展示室運営・普及事業、
　　　　　　　　　　　　　　図書室運営費、資料整理費、広報費、一般事務費　 　　　　　　　　　　123,000千円

（２）事業計画
　　ア　普及事業(講演会、講座)の実施
　　イ　文学図書室の運営
　　ウ　企画展及びテーマ展の開催
　　エ　文学資料の収集及び保管、調査研究

（３）事業効果
　　ア　企画展、講座、講演会などを実施することによる施設利用者の増加
　　イ　県民の自主的な文学活動の促進　　　
　　　　平成27年度施設利用者数：34,497人
　　　　平成28年度施設利用者数：66,188人　
　　　　平成29年度施設利用者数：74,902人
　　　　平成30年度施設利用者数：77,053人
　　　　令和元年度施設利用者数：67,999人　
        
（４）その他
　【前年度からの変更点】
　　ア　学芸業務運営費の廃止　△136千円

（５）補正の理由　
　　　新型コロナウイルス感染症の影響による減収等に伴う収入の不足に係る指定管理料の増額　3,009千円

 　(県10/10)　

　9,500千円×5.2人＝49,400千円

補正後の
予算額

― 教育局 B58 ―
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